
〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 

取組の名称 
世代を超えた地域住民が集い交流できる場づくり 

28年度募集テーマ □『笑顔』  『場づくり』   ※該当テーマに してください。

テーマとの関連 

◎テーマをどのように受け止め、貴団体の取組と合致すると考えたのかをお書きください。 

現代の子どもも高齢者も、もしかすると若者世代も、人と人が出会う場が少ないだけでなく、

そうした場を知るチャンスもなかなかない。そこで、当団体は、まず既存の岡山市南区の南公

民館を｢場づくり｣と利用させてもらい、地域の子どもたちを中心に、端切れのジーパン生地を

使った小物･アクセサリーなどの手作りを、仲間の大学生と一緒にやろうと呼びかけた。実際

には、昨年も小規模で同企画を実施したので、今年はそれをやや拡大して実施したのである。

そして、この企画の延長上で、英語を一緒に使おうと、子どもたちだけでなく地域の一般人も

巻き込んで、ハロウィンパーティを実施した。 

目的・解決をはかりた

い課題の状況・目標 

◎取組の目的、解決をはかりたい社会課題の状況把握・ニーズ把握、解決後の姿（目標として

いる状況）などについて記載してください。 

現代は、小さな子どもたちだけではなく、高齢者などにとっても、一緒に集まる居場所がな

くなっている。とりわけ、小学校は地域の友達と集まって、一緒に勉強したり遊んだりする機

会が激減していると言われている。まして、二世代家族が一般化している現在は、子どもたち

が異世代である大人や高齢者と接触する機会は、ほとんどないと言って過言ではない状況にあ

ると思われる。そこで、地域にある施設や地場企業との協力の下に、子どもを中心に一緒に「集

まる・作る・話す・遊ぶ・学ぶ」を合い言葉に、仲間の大学生と場づくりを行った。この敬啓

を生かして、次に考えたのは、高齢な方々の知識や経験を、われわれ世代へ、さらに次の世代

へと伝え繋げていく場づくりである。その場を誰かが作らなければ、地域の各世代が集まるこ

とができない。当団体は、大学生の英語の力を利用しながら、地域の各世代との交流を目的と

して、小学生を対象に小物･アクセサリーなどの手作りだけではなく、ハロウィンパーティな

どを通して、世代間交流の場づくりも企画し実行してきた。現在は、施設などからの依頼で、

類似企画を実施することがある。

取組の内容 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

(1) 岡山市南区 岡山南公民館地域  小中学生 約４０名 

(2) 岡山市南区 社会福祉法人浦安荘 地域住民  約５０名 

２ 取組の担い手：取組への参加団体、参加人数等 

(1) Mingle + ボランティア ＋ 南公民館内住民   １３名＋５名 ＋４０名  合計 ５８名 

(2) Mingle +社会福祉法人浦安荘地域住民   ５名 ＋ ５０名  合計 ５５名 

３ 活動内容、実施方法などを具体的な活動ごとに箇条書きでお書きください。 

 2016年7月17日      株式会社ベティスミス様アウトレット前で、ジーンズの端切れを使い、 

2016年8月27日      アクセサリーや髪飾り、ストラップを作るワークショップを開催 

2016年10月8日  

 2016年8月4日 岡山市立南公民館にて小学生40人を対象に“ジーンズと反射材を使って 

バッグを作ろう”というワークショップを開催 

 2016年9月25日 社会福祉法人浦安荘様主催の浦安荘祭りで、１ブースにてジーンズを使った 

小物やアクセサリーを作るワークショップを開催 

 2016年10月23日 岡山市立南公民館にて３歳～小学２年生３１人を対象とした“英語DEハ 

                        ウィンパーティ”というイベントを開催 

４ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

現在ございません。



協働の体制 

◎協働する各団体の役割分担や、団体間の目的の共有の仕方、対等な協働関係を築いていくための工夫など、

具体的に記載してください。

a. 岡山市立南公民館  場所の提供、設備や器具の使用、募集の広報活動、補助･手伝い 

b. 社会福祉法人浦安荘  場所の提供、設備や器具の使用、募集の広報活動、補助･手伝い 

c 株式会社ベティスミス 端切れジーンズの提供、場所の提供、設備や器具の使用、募集の広報活動、補

助・手伝い、アドバイス 

以上の各団体との不定期ではあるが協議し、目的の共有を図る。 

基本的には、Mingleがボランティア活動をする目的なので、各施設や企業はそれを支援ないし援助をし

てくれ、住民との一体化を図ってくれる。また、それぞれ設備や器具、場所は無償で貸し出しをしてくれて

いる。

取組の工夫 

取組の特徴 

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点を記載してください。 

地域資源として、地域にある公民館や福祉法人の活用、企業の廃棄する端切れジーンズ 

人的資源として、英語のできる学生、公民館や福祉法人の職員などの組織力、広報力、指導

力、一般企業が持つ資材と技術、職員の持つ組織力、広報力、アイデア 

以上の資源を活用して何ができるかと、集まってきた小中学生や住民に何をしてもらうか、

それぞれアイデアを持ち寄り、Mingle の仲間と各施設や企業とが、再三集

まり、「集まる・作る・話す・遊ぶ・学ぶ」の実現を協議した。 

◎取組の特徴やアピールポイントを記載してください。 

大学生と小中学生の子どもを中心に、地域の住民を交えて世代間交流でき、小物やアクセサリーの手作り

の楽しさ、異文との接触、簡単な英会話、ハロウィンパーティなどを通して、参加者全員が一つの場に集ま

ることで、作ること、話すことだけでなく、遊ぶことや学ぶこと、さらには一般人や高齢者との

接触までを味わってもらえた。 

成果・効果 

◎取組を通じて得られた成果や、解決した社会課題の状況、また関連した地域への効果や変化

などを記載してください。 

小中学生をはじめとする子どもたちが、公民館や福祉施設、あるいは企業に集まることで、それまでそ

れらに持っていた壁のようなイメージが崩れたのか、気軽に足を運ぶ回数も増え、友達と一緒に学んだり

遊んだりするようになった。また、地域で開催される行事やイベントなどへの参加も増え、さらにこれを

積み重ねていくことで再度当企画を再開して欲しいと願うだけでなく、地域の保育園や小学校の先生方か

らも、もっと活動の輪を広げて欲しいという電話もくるようになっている。さらに英会話なども小学生な

どは遊びながら楽しくやっているからか、自然に身に付けているようだ。 

今後の活動展開 

など展望 

◎成果の普及や今後の活動展開など展望について記載してください。 

 このボランティア活動をやって、まだ短期間であるので、いろいろな課題が多い。まず、地

域資源として、現在のような施設や企業だけでなく、周辺の野山や河川、あるいは動植物を利

用したあり方を考えてみたい。また、一般人や高齢者などの知恵を含めて、日本の文化や伝統

を若い世代に伝え教えてもらう活動も企画しなければならないと考える。さらに、もしかする

と、きっと多くの企業に協力をもらえば、岡山の産業を小中学生だけでなく一般の人々に伝え

ることができる。こうした目標は徐々に実現したいが、現段階の新たな展開としては、餅つき、

おせち料理教室、浴衣着付け教室、かるたとり大会などを企画中である。



地域活性化団 Mingle




